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ま x_ 力 《き 

こ の 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条に よ つ て 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 財団法人 自転車 産 
業 振興 協会 （JBP1:) 及び 財団法人 日本規格協会 （JSA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工^規格 を 改正 
すべきとの 申出が あ り， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 

これによ つて， JISD 9413:2004 は 改正され， この 規格に 置き換えられた。 

この 規格 は， 著作権法で 保護 対象 となって いる 著作物で あ る 。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願 又は 実用新案 権に 抵触す る 可能性が ある ことに 注意 
を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， このような 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願 及び 実 
用 新案 権 に 関わる 確認に ついて， 責任 はもたない。 



(2) 



著 fWitt により 餹 断での 複缓， 転載 等 は 禁止され てお り ます。 



日本工業規格 



JIS 
D 9413：2011 



自転車— にぎり 
Bicycles— Handle a rips 



序文 

この 規格 は， 1961 年に 制定され， その後 7 回の 改正 を 経て 今日に 至ってい る。 前回の 改正 は 2004 年に 
行われた 力く そ の 後の 我が国の 使用 状況に 対応す るた め に 改正 し た。 
なお， 対応 国際規格 は 現時点で 制定され ていない。 

1 適用 範囲 

この 規格 は， JISD9111 に 規定す る 一般 用 自転車 及び 幼児 用 自転車に 用いる にぎり， ハンドル バー テー 
プ （以下， バ一 テープと いう。）， エンド プラグ 及び エンド キャップ （以下， これら を 総称す る 場合 は， "に 
ぎりな ど" という。） について 規定す る。 



2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これらの 
引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 

JIS B 0205-1 一般 用 メートル ねじ 一 第 1 部： 基準 山形 
JIS B 0205-2 一般 用 メートル ねじ 一 第 2 部： 全体 系 

JIS B 0205-3 一般 用メー トルね じ 一 第 3 部 ： ねじ 部品 用に 選択した サイズ 

JIS B 0205-4 —般 用 メートル ねじ 一 第 4 部： 基準 寸法 

JIS D 9111 自 転 車 一 分類 及び 諸元 

JIS G 4303 ステンレス 鋼 棒 

JIS R 6252 研磨紙 

JIS R 6253 耐水 研磨紙 



にぎりな どの 種類 は， 用途に よって 区分し， 表 1 による。 

表 1 一にぎ りな どの 種類 



種類 


用途 


一般 用に ぎり 


一般 用 自転車に 用いる にぎり 


幼児 用に ぎり 


幼児 用 自転車に 用いる にぎり 


バ 一テープ 
ェン ド プラグ 
エンド キャップ 


ス ポ 一ッ 車な どの ドロ ッ プ形ハ ン ド ルバ 
一に 用いる。 



著作権法 により 無断での 複製， 転 « ^は?! E 止されて おります。 
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4 強度 

4.1 にぎりの 引 張 強さ 

にぎり は 8.1 の 試験 を 行った と き， 口 部が 裂けて はならない。 
4.2 にぎりの 離脱 強さ 

に ぎ り は 8.2 の 試験 を 行った とき， にぎり の 離脱 力 は 100 N 以上で な ければ な ら ない。 
4.3 バー テープの 伸び率 

バー テープの 伸び率 は， 8.3 の 試験 を 行った とき， 表 2 の 規定に 適合し なければ ならない。 



表 2 — バー テープの 伸び率 



材料 


伸び率 


布 


4 % 以下 


合成樹脂 


温度 1 8〜25 でで 30 % 以下 


注記 合成樹脂 製 引き 布 は， 合成樹脂と みなす。 



4.4 エンド プラグな どの 離脱 強 さ 

バー テープ 用の ェン ドプラ グ 及び ェン ド キヤ ッ プは， 8.4 の 試験 を 行った と き， 取 付け 部の 離脱 力 は 70 N 
以上で なければ ならない。 

5 feis. 

にぎりな どの 構造 は， 次に よる。 

a) にぎりな ど は， 各部の 接合 及び 組立が 確実で， ハンドル バーに 取り付けた とき 容易に 回って はなら な 

い。 

b) にぎり， エンド プラグ 及び エンド キャップの 端末に は， 丸み を もたせなければ ならない。 

c) バー テープの 両端 は， のり 付けな どの ほ ぐ れ 防止 措置が 施 されて いなければ ならない。 

6 形状 及び 寸法 

にぎりな どの 形状の 例 及び 主な 寸法 を， 表 3， 表 4， 図 1 及び 図 2 に 示す。 ただし， 寸法 は 推奨 寸法と す 

る。 

6.1 ねじ 

ねじ は， J IS B 0205-1 〜J IS B 0205-4 による。 
6.2 寸法 

幼児 用に ぎりの 円周 " は， ハン ドル バーに 取り付けた とき 53〜95mm とする。 
注 n 指が かかる 位置の 円周と する。 



mi ぼお: t りサ 断 ての ド； m, 転載 等 は 禁止され ております。 



表 3 — にぎ り 




単位 mm 



にぎりの 内径 
の 呼び 


L 


d 


ド 口 ッ プ 
ハンドル 用 


その他の 
ハン ドル 


12.7 




70 〜冊 


12.0 


14 


13.0 


16 


15.0 


19 


18.2 


22 


150 以上 


80〜150 


21.5 



表 4 一 バー テープ 



単 lit mm 



B 


國 


t 


18 以上 


2 000 以上 


0.3 以上 


注 a) ハ ン ドル バー 片側の 寸法。 



著作に; J: によ り 無断での 胃 転載 等 は^ Ik されて お り ます。 
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a) しめ 込み 式 



b) 圧入 式 



図 1 一 エンド プラグ 



単位 



22 



18 



図 2 — ェン ド キャップ 



7 外観 

にぎりな. どの 外観 は， 次に よる。 

a) 表面 は， 成形が 良好で， 割れ， きず， 色 むら， その他 著しい 欠点が あって はならない。 

b) 各部に 鋭い 先端， かえり， ばりな どが あって はならない。 

c) めっき を 施した 面に は， 素地の 出， はがれ， さび， その他 著しい 欠点が あって はならない。 

d) マーク 類に は 打 刻 不良， ずれな どが あって はならない。 

8 試験 方法 

8.1 にぎりの 引 張 試験 

図 3 のように， に ぎ り の 口 部内 側に 直径 8 mm の 丸 棒 2 本 を 挿入 し ， - - -定の 速度 （約 200 mm/min) で 反 
対 方向に 表 5 に 示す 寸法 04) まで 引っ張った ときに 口 部の 裂けの 有無 を 調べる。 



»tWt 法に よ り での « 腹， 嘛覼等 は 蒙 止されて お り ま す。 
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単位 





\ 










1 、 


20 





図 3 —にぎ りの 引 張 試験 



表 5 — 引 張 距離 



単位 



にぎり 内径の 呼び 


A 


12.7 


21 


14 


23 


16 


25 


19 


31 


22 


38 



8.2 にぎりの 離脱 力 試験 

試験 用 ハンドル バーに にぎり を 取り付け， 60±2 °C の 温水に 4 時間 以上 浸せき する。 にぎり を 取り出し 
た 後， 30 分 以上 2 時間 以内に 図 4 に 示す 引 張 具によ つて， にぎりの 元の 部分 を 引っ張り， にぎりの 離脱 力 
を 調べる。 このと き， リングと 試, 験 用 ハンドル バーとの 半径の 差 は， 0.2mm 以下と する。 

試験 用ハ ン ドル バー は， JIS G 4303 に 規定す る SUS304 の 丸 棒の 表面 を， JIS R 6252 に 規定す る 研磨材 
の 粒度 P320 の 研磨紙， 又は J1SR6253 に 規定す る 耐水 研磨紙に よって 仕上げた ものと し， その 寸法 は 表 6 
による。 リング は， 十分な 強度と 剛性 を もち， 一体 形 又は 分離で きる 構造と する。 




すきま 

(ク リア ランス） 
0.2 mm 以下 



^~nmnnmmnmmnnmnm~i 



V_^411LJUULLU1UJUUUULUUUU~I. 
図 4 一にぎ りの 離脱 力 試験 



著作 欄 法に ょリ焦 断での お 載， は 禁止され てお り ます。 
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表 6 — 試験 用八ン ドル バー 



単位 mm 



にぎりの 内径 
の呼ぴ 


試験 用 ハンドル バー 
の 外径 




D 


許容 差 


12.7 


12.7 





14 


14.0 


一 0.15 


16 


15.9 




19 


19.1 




22 


22.2 






8.3 バ 一テープの 引 張 試験 

試料の 長さ 150 mm の バー テープ を， つかみ 具 間 距離 を 100mm とし， 30N の 力で 引っ張り， 次の 式に 
よって 伸び率 を 算出す る。 

なお， 引 張 速度 は， バー テープの 材料が 布の 場合 は 150mm/min， 合成樹脂の 場合 は 200 mm/min とする。 

L、 

ここに， E ： 伸び率 （％) 

U - 試験 開始 前の 試料の つかみ 具 間 距離 （100 mm) 
L 2 ： 引 張力 30 N の ときの 試料の つかみ 具 間 距離 



8.4 エンド ブラ グな ど の 離脱 力 試験 

バー テープ 用の エンド ブラ グ 及び エンド キヤ ッ プを 組立て 状態に し， 図 5 又は 図 6 に 示す よ う な 引 張 具 
によって， 端 部 を 引っ張り， 取 付け 部の 離脱 力 を 調べる。 




著作権法 により 無断での. - ~„ ， 転載 等 は 禁止され ております。 
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引 張 具 バー テープ 八ン ドル バー 



F や 




図 6 エンド キヤ ッ プの 離脱 力 試験 



9 製品の 呼び 方 

製品の 呼び 方 は， 規格 番号 又は "自転車 一にぎ り" （規格 名称)， 及び 種類に よる。 
例 1 JISD9413 —般 用に ぎり 
例 2 自転車 一にぎ り ハンドル バー テープ 

10 表示 

にぎりな どに は， 製品に 容易に 消えない 方法， 又は 包装 容器に 印刷す る， シール を 付けるな どの 方法で， 
次の 事項 を 表示す る。 ただし， 製造業 者 間の 取引で は， 受渡 当事者 間の 協定に よって， 表示 を 省略しても 
よい。 

a) 製造業 者 名 又は その 略号 

b) 製造 年月 又は その 略号 



著^ ！' ； により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され てお り ます。 
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自転車一 にぎり 
解 説 



この 解説 は， 規格に 規定 '記 載した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部で はない。 
この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行す る もので あり， これに 悶 する 問合せ 先 は， 財団法人 
日本規格協会 である。 

1 今回までの 改正の 経緯 

この 規格 は， 1961 年 3 月 1 日に 制定され， その後， 1963 年， 1979 年， 1980 年， 1990 年， 1995 年， 2004 

年 に 改正 を 行い， 今回の 改正に 至った。 

200 4 年の 改正で は， にぎりの 素材に 合成樹脂 など 力 《 用いられて いるもの は， 紫外線な どに よる 劣化， 水 
滴な どに よる 固定 力の 低下が 指摘され， 安全性 確保の ため， にぎりの 離脱 力 は 70N 以上の 規定から， 60 °C 
の 温水に 4 時間 以上 浸せき 後， 100 N 以上の 規定に 改正した。 また， ハンドル バーに 対する にぎり 離脱 力 
試験 は， ハンドル バーの 材質， 表面 処理 及び 外形 寸法の ばらつき 及び 表面の 仕上げ 程度に よって 数値が 異 
なる。 にぎり 単体の 性能 を 評価す るた め， 試験 用 ハンドル バーの 材質 は 離脱 力の 最小値 を 示した SUS304 
を 使用し， 表面の 仕上 げ について は 市販 されて いる ステンレス 鋼製 ハ ン ド ルバ 一の 標準 的 な 表面 粗 さ を 採 
用し #320 と した。 

今回， 財団法人 自転車 産業 振興 協会 は， JIS 原案 作成 委員会 を 組織し， JIS 原案 を 作成した。 
この JIS 原案 を 主務大臣 である 経済 産業 大臣に 申出し， 日本 工業 標準 調査 会で 審議 議決され， 平成 23 
年 2 月 2 1 日 付で 公示 さ れた 。 

2 今回の 改正の 趣旨 

EN 14765:2005 (Bicycles for young children. Safety requirements and test methods) では， 幼児 用 自 転 車の に 

ぎりに ついて， 幼児が 触ったり， なめたり する ことがある ため 有害な 物質 を 使用し ないように， EN 
71-3:1995 (Safety of toys. Specification for migration of certain elements) にある 鉛な ど 有害な 8 物質の 元素 移 

行の 限度 値 を 満たす ように 規定して いる。 このため， この 規格 も 同様に 規定すべき か 検討した。 

3 審議 中 に 特に 問題と な つ た 事項 

EN 14765:2005 では， 乗員と 緊密に 接触す る ことになる （すなわち， 幼児が 触ったり， なめたり する こ 
とに よって 何ら かの 危険 を 引き起こす） 品目で ある， 塗料， サドルの 表面 及びに ぎりに ついては， EN 
71-3:1995 にある アンチ モン， ヒ素， バリウム， カドミウム， クロム， 鉛， 水銀， セレンの 有害な 8 物質の 
元素 移行の 限度 値 （溶 出 量） を 満たす ように 規定して いる。 JIS では 鉛筆な どの 事務用品 力;， EN 71-3:1995 
と 同じ 有害物質 を 規定して おり， また， がん （玩） 具の 安全 基準 （ST>2002) にも 同じ 基準が ある。 このた 
め 幼児 用のに ぎりに ついては， EN と 同様の 規定 を 追加す る こと を 検討した。 

業界の 自主 基準で あ る 社団法人 自転車 協会の 自転車 安全 基準に 環境 負荷 物質の 規定 を 追加 し， 環境に 配 
慮した 取組 を 平成 20 年 10 月から 開始した。 内容 は， RoHs 指令と 同じ 基準で， 水銀， カドミウム， 鉛， 

解 1 

Wff* はに よ リ 臃 断 での B!W, は 禁止 さ れて お り ま す。 
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六 価 クロム， ポリ 臭 化ビフ ヱニル 及び ポリ 臭 化 ジフヱ 二 エーテルの 6 物質の 含有量 を 規定して いる。 とこ 
ろが, に ぎ り に EN の 規定 を 追加す る と 含有量 と 溶 出 量 と の 異な る 2 種類の 試験 を 実施 しなくて はな ら な 
い。 業界で は 自転車 部品 規格への 有害物質 規定の 導入に ついて 検討 を 実施し， 環境 負荷 物質の 削減 を 中心 
に 取り組んで いくこと を 基本 方針と した。 また， 個々 の 部品 規格に 有害物質の 基準 及び 試験 方法 を 規定す 
る 考え方で はな く ， 分野 横断 的な 試験 • 測定 方法 を 規定 化した 上で， 必要な 部品 規格が それ を 引用す る 形 
にす る こと， 並びに 有害物質 を 規定す る に は 対象 物質の 数値 を 規定す る だけで な く ， 詳細な 試験 方法 を規 
定す る 必要が あ る た め， 現在， 電気 分野の 国際規格 IEC 62321:2005 [Electrotechnical products- Determination 
of levels of six regulated substances (lead, mercurv, cadmium, hexavalent chromium, poiybrom mated biphenyls, 
polybromin ま d diphenyl ethers)] が 検討され ており， その後， <I1S 化 も 検討され た 段階で， 自転車に 応用す 
ベく 検討 を 進めて いく こ と となった。 

これらの 考え方 を もとに， "にぎり" の 有害物質 規定に ついては 削除した 形で 改正す る ことと なった。 

4 適用 範囲 

従来 どおり， JIS D 9111 に 規定す る 一般 用 自転車 及び 幼児 用 自転車に 用いる にぎり， ハンドル バー テー 
プ， エンド プラグ 及び エンド キャップ とした。 

5 主な 改正 点 

主な 改正 点 は， 次のと おりで ある。 

a) 箇条 3 種類 にぎりな どの 種類 を 用途に よって 規定した。 

b) 箇条 5 構造 従来の "両端の 処理" の 項目 は， バー テープの 構造で あるた め， 本体の 箇条 5c) に 移 

動した。 

c) 箇条 6 形状 及び 寸法 幼児 用に ぎり は， にぎりの 内径の 呼びが 19 及び 16 より 小さい ものが あり， 
本体の 表 3 に 14 及び 12.7 の 2 種類 を 追加した。 また， にぎりの 引 張 試験の 引 張 距離 及びに ぎりの 離 
脱力 試験の 試験 用 ハン ドル バーの 外径 寸法 も 同様に 追加した。 

d) 8.2 にぎりの 離脱 力 試験 試験 用 ハンドル バー は， ステンレス 鋼製 （SUS30 4 ) ハンドル バーの 標準 
的な 表面 粗 さとして， 面 粗 度 #320 仕上げと していた。 今回， 具体的に 使用す る 研磨紙， 耐水 研磨紙 
の 粒度 P320 を 規定した。 また， 完成 車に よる 試験で は， ハンドル バーに にぎりが はめ込まれ ている 
と リングが はめられな いため， リ ングの 構造 は 分離で きる よう にし 文 言 を 追加し， リ ングの 強度に つ 
いても 規定した。 

e) 箇条 9 製品の 呼び 方 従来， 規定して いなかつ たが， 他の 自転車に 関する 規格と 同様に 製品の 呼び 

方 を 規定した。 

f) 箇条 10 表示 にぎりの 包装 容器に 表示す る 具体的な 表示 方法の 例 を 追加し， 製造業 者 間の 取引で 
は， 受渡 当事者 間の 協定に よって， 表示 を 省略しても よいとの 文 言 を 追加した。 また， トレー サビリ 
ティに 対応し "製造 年月 又は その 略号" を 表示す るよう 追加した。 JIS マークの 対象 規格 は， 種;:;: が 

規定され ている 場合 は， 通常， 種類 を 表示し なければ ならない が， 形状な どから 種類 を 判別す る こと 
がで きる ため 省略した。 また， 規格 番号に ついても 同様に 表示 を 省略した。 

6 懸案 事項 

幼児 用に ぎりの 離脱 強さ は， 一般 用に ぎり と 同じ 100N 以上と なって いる。 成人と 比べて 幼児の 握力が 
小さい ことな どから， ISO 規格と 同じ 70N としても 問題ない ので はとい う 意見が 出された。 し 力 、し， 70N 

解 2 

著' fill i よ' に よ り .糠 磨/での 甎喊^ は 禁止され て お り ま す。 
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に 変更す る 根拠と なる データがない ことから， 変更し なかった。 次回 改正 時には， 検討が 必要で ある。 

ISO/TC149/SC1/WG9 では， ISO 4210:19% (Cycles - Safety requirements for bicycle) の 改正 作業 を 実施し 
ている。 ISO 4210 改正案 は， EN 14764:2005 (City and trekking bicycles -Safety requirements and test methods) ， 
EN 14766:2005 (Mountain bicycles ― Safety requirements and test methods) ， EN 14781 :2005 (Racing bicycles — 
Safety requirements and test methods) の 3 規格 を ベースに 作成して いる 力、 にぎりの 離脱 力 試験 は， 冷凍 試 
験で 規定して いる。 このため， アジア 地域の 気候 条仵を 考慮した 温水 浸せき 試験 を 追加す るよう に 我が国 
から 提案し， 試験 条件の 根拠と なる 検証 試験 を 実施した ところ， 浸せき 時間に ついては， 1 時間まで は 離 
脱力が 低下す るが， その後 は 離脱 力が およそ 一定と なった ことから， 1 時間 を 提案した。 また， にぎり を 
取 り 出 して 力、 ら 離脱 力 試験 を 実施す る ま での 時間 について は， にぎり の 温度が 試験 室の 温度に 戻る ま での 
時間と して， 30 分 を 提案した。 今後 ISO 4210 の 審議 状況 を 考慮し， 次回 改正 時に， ISO 規格との 整合 を 
図る 予定で ある。 

7 原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 



JIS 調査 分科会 (第 1 作業部会) 

氏名 所属 

プリ ヂス トンサ イク ル 株式会社 
パナソ ニック サイ ク ルテ ッ ク 株式会社 

株式会社 シ マノ 
株式会社 本 所ェ研 

解 3 



自転車 JIS 改正 原案 作成 委員会 構成 表 

所属 

青山 学院 大学 
消費生活 ァ ドバイ ザ 一 
独立 行政法 人 国民生活 セ ン ター 
財団法人 日本 消費者 協会 
財団法人 製品 安全 協会 
消費生活 ァ ドバイ ザ 一 
社団法人 自転車 協会 
株式会社 シ マノ 

パナソ ニック サイクル テツ ク 株式会社 
ブ リ ヂス トンサ イク ル 株式会社 
株式会社 本 所ェ研 
財団法人 日本 車両 検査 協会 
警察庁 交通 局 
経済 産業 省 製造 産業 局 
経済 産業 省 産業 技術 環境 局 
財団法人 日本規格協会 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 
財団法人 自転車 産業 振興 協会 



男 清 健 幸 

満 智 

中原 尾 村 

田け 増 島 



員 

委 



史子孝 一 雄 子 勝 健 博 寛 男 秀治也 一 彦 弘幸隆 

代 - 紀 

ぁ武美 禎敏繁 由豊 政 幸 隆幸道 勝秀信 

ほ 川 股野 持 枝 山 口 尾 藤 



勝 仲 剣 



村 崎 川下 澤邊山 藤 井 

畠 川 増 伊 淼島矢 早 山 泪渡亀 遠 坪 



著 ff リ' ぷ によ り S 断での »«, $rM-:J ： t ^ 止 さ れて お り ま す, 



(オブザーバ) 
(事務局） 
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社団法人 自転車 協会 
財団法人 日 本 車両 検査 協会 
財団法人 日本規格協会 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 
経済 産業 省 製造 産業 局 
経済 産業 省 産業 技術 環境 局 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 
財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 

(文責 亀 山 勝弘） 



勝 秀彦弘 雄 夫幸隆 

豊 道 勝 保 龍秀信 

口 崎 邊山持 下 藤 井 

川 矢 渡 亀 倉 上 遠 坪 



解 4 



著作権法に よ り 無断での 複 《. は 》 止されて お り ま す。 
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白 紙 



解 5 



著作権法 により 無断での;' '一' ！， 転載 等 は 禁止され てお ります, 



★Jis^i 格^ 及び 《ns 規格 票 解^に ついての お 問合せ は， 規格^ 発 部^ 準^まで， できろ 限り もア 

メール （E-mail:sd@jsa.orjp) 又は FAX [(03)3405-5541] TEL [{03)5770-1571] でお 願いいた しま 
す。 お 問合せに お答えす るに は， 閧係 先への 確認 等 力? 必要な ケースが ございま すので， 多少お 畤 
間が かかる 場合が ございます。 あらかじめ ご了承く ださい。 
★JIS 規格 解の 正誤 票が 発行され た 場合 は， 次の-要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊誌 "锞準 化と 品質^理" に， 正. 誤の 内容 を揭 載いた します。 

(2) ^則と して 每月 21 口 （21 FI が 土 恥 (日， 闩腿 日乂は 休日の 場合に は， その 翌日） に， "日経 産 
架 新 間" 及び "日刊 工業 新 冏" の JIS 発行の 広告 攔で， 正誤 蔡が 発行され た J1S 規格 番号 及 
び 規格の 名称 をお 知らせいた します。 

なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正誤 粟が 発行され た 場合， 自動的 
にお 送りいた します。 

★JIS 規格 票の ご注文 は， 出版 节^ 部 出版 サービス 第一 課 [FAX(03)3583-0462TEL<03)3583-8002] 
—又は 下記の 当 協会 名 古 厘 支部， 閱西 支部に おきましても 承って おります ので， お 申込みく ださい。 



JIS D94I3 
自転車— にぎり 



平成 23 年 2 g 2i 曰 mi mmi 

中正 躬 

発行所 

財団法人 日本規格協会 

〒 107-8440 お ft 都^ 区 赤 坂 4 丁目 1 -24 

http;//w\vw,jsa,or.ip/ 



札幌 支部 〒060-0051 钆幌巿 中央 区^ 1 条束 1 丁目 5 大通 バス センタ一 ビル I 兮 館内 
TEL(011)261-OW5 FAX (011)221-4020 

東北 支部 〒站0-0811 仙台巿 育 紫 区 一港町 2 丁目 5-22 穴 吹 第 19 仙 台 ビル 内 
TBL {021)221 FAX (022)266-0905 

名古歷 支部 〒460-0008 名 古塚 市 屮区栄 2 丁目 6-1 白 川 ビル 別館 内 

TEL (052)221-83 1 6( 代お） FAX (052)203-^806 

09 西 支部 〒541-0053 大阪市 屮央区 本 町 3 丁目 4-10 本 町野忖 ビル 内 
TT.L (06)6261 -8(*6(ft^) FAX (06)6261-91 14 

広 島 支部 〒73(MXH1 広 A 市中 区 S 町 544 広 島 商工会議所 ビル 内 
TE し （082)22 卜 7023 FAX (082)223 -756S 

四国 支部 〒760-0023 HI 松 市 寿 町 2 丁目 2-10 K 忪殍 町プ ライム ビル 内 
TEL (087)82 1-7SS1 FAX (087)821-3261 

褸岡 支部 〒812~0025 襴岡市 博 多 区 店屋 町 1-31 博 多ァ一 パン スクェア 内 
TEL (092)282-9080 FAX (092)282-9118 
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